
112. 被害状況●

土砂崩れ（葉ノ木平）

同上〔復旧後〕

◇人的被害　死者　　　　　　　　　     15人
◇建物被害　全壊　　　　　　　　　   660棟
　　　　　　大規模半壊　　　　　　   331棟
　　　　　　半壊　　　　　　　　　2,090棟
　　　　　　一部破損　　　　　　　7,942棟
◇公共施設被害　　　　　　　　　　　801件
◇文化財被害　　　　　　 　　　　　　 46件
※平成25年12月31日時点

り災証明書の発行

　り災証明書は各種支援制度などの申請の際に、必
要となる重要な書類です。手続きの方法は、次のと
おりです。
　なお、現地調査などが必要になる場合があるため、
即日交付はできません。

　２月18日時点の情報です。詳しくは、お問
い合わせいただくか、市ホームページをご覧く
ださい。

災害ごみの処分

　地震で破損した家具・家電製品・食器などの災害
ごみは、クリーンセンターに自己搬入することによ
り無料で処分できます。
　事前に申し込みが必要ですので、次の窓口までご
連絡ください。
　氏名・住所・電話番号・廃棄するもの・搬入時の
車両のナンバー・搬入日などを聞き取りします。搬
入の前日までに申し込みをお願いします。

２月13日に発生した地震で被災した方へのお知らせ

《郵送の場合》
次の書類を同封し、郵送してください。
◦郵送物
①り災証明申請書
②身分証明書（運転免許証・健康保険証など）の写し
③被災した建物の全景・近景の写真（現像したもの）
④84円切手を貼った返信用封筒
◦宛先
　〒961-8602　白河市八幡小路７－１
　　　　　　　　生活防災課

問本庁舎生活防災課（防災安全係）

《来庁の場合》
次の書類などを持って、窓口にお越しください。
◦持参物　
①り災証明申請書
※窓口に設置してあります。また市ホームページか
　らもダウンロードできます。
②印鑑（認印可）
③身分証明書（運転免許証・健康保険証など）
④被災した建物の全景・近景の写真
◦受付窓口　本庁舎生活防災課（防災安全係）
　　　　　　各庁舎地域振興課
　　　　　　各行政センター
◦受付時間　月曜日～金曜日（祝日を除く）
　　　　　　午前８時30分～午後５時15分

◦受付窓口　
　本庁舎環境保全課（環境衛生係）
　各庁舎地域振興課
　▷表郷☎�2111
　▷大信☎�2111
　▷東　☎�2111
◦搬入場所　
　西白河地方クリーンセンター（亀石１番地）
　☎�3558
◦受入時間　▷平日　　午前９時～正午
　　　　　　　　　　　午後１時～４時
　　　　　　▷土曜日　午前９時～正午
　　　　　　▷日曜日　搬入できません

問本庁舎環境保全課（環境衛生係）
※倒壊したブロック塀や屋根瓦なども受け入れの対
　象となりますが、受け入れ場所や日時などを調整
　しますので、まずは電話でご相談ください。

①②

③④

⑤⑦ ⑥
①石垣が崩落した地震直後の小峰城
②石垣の修復が完了した小峰城
③地震直後に発生した土砂崩れ（葉ノ木平）
④葉ノ木平の土砂崩れ現場に完成した震災復興公園
⑤マンホールの隆起と道路の陥没（国道289号　東小丸山地内）
⑥崩落による道路被害（県道白河石川線　大搦目付近）
⑦白河地域仮置き場（旗宿）
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特集　東日本大震災からの復興10年の記録
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本
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お
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も
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こ
こ
に
、
改
め
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と
な
ら
れ
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御
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対
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で
哀
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の
意
を
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と
も
に
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被
災
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れ
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ま
に
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申
し
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ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
多
く
の
皆
さ
ま

の
ご
支
援
と
励
ま
し
の
言
葉
に
支
え
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な
が
ら
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一
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な
っ
て
復
旧
・
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興
の
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を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
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葉
ノ
木
平
地
区
で
は
、
震
災
の
記
憶
を

後
世
に
伝
え
る
場
と
す
る
た
め
、
防
災
機

能
を
備
え
た
復
興
記
念
公
園
を
整
備
し
、

当
地
区
を
ル
ー
ト
と
す
る
「
国
道
２
９
４

号
白
河
バ
イ
パ
ス
」
も
、
都
市
機
能
を
高

め
る
道
路
と
し
て
順
調
に
工
事
が
進
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
8
年
の
歳
月
を
経
て
美
し
い
石

垣
が
よ
み
が
え
っ
た
小
峰
城
は
、
市
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
そ
の
魅
力
を
一
層
高
め
る

た
め
、
現
在
、
二
之
丸
と
本
丸
を
結
ぶ
重

要
な
櫓や

ぐ
ら
門
で
あ
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清
水
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の
復
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に
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し
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さ
ら
に
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
に
よ
り
、
除
染
土
壌
の
中
間
貯
蔵

施
設
へ
の
輸
送
も
年
内
に
は
完
了
す
る
見

込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
一
昨
年
の
台
風
19
号
を
は
じ
め
、
気
候

変
動
に
伴
い
「
数
十
年
に
一
度
」
と
呼
ば

れ
る
自
然
災
害
が
頻
発
・
激
甚
化
す
る
な

ど
、
防
災
・
減
災
対
策
の
重
要
性
が
高
ま

る
中
、
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
に
は
、

一
人
ひ
と
り
の
日
頃
の
備
え
は
も
と
よ
り
、

地
域
で
の
支
え
合
い
が
大
切
と
な
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
震
災
か
ら

得
た
多
く
の
経
験
や
教
訓
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
記
憶
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
引

き
続
き
「
住
み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
」

と
思
え
る
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。


